
■  発
行
者
　
知
的
発
達
障
害
部
会
　
部
会
長
　
坂
本
　
光
敏
　
　

■  企
画
構
成
　
人
権
擁
護
委
員
会
　

■  発
行
所
　
社
会
福
祉
法
人
　
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
1
6
2
-8
9
5
3
　
東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸
1
-1
　
TE
L　
0
3
-3
2
6
8
-7
1
7
4
　
FA
X
　
0
3
-3
2
6
8
-0
6
3
5
　
ht
tp
:/
/w
w
w
.t
cs
w
.t
va
c.
or
.jp
/

24

川柳ぼーど 支援者の皆さんが『自分の仕事を振り返る』
『権利意識を高める』きっかけになればとの
想いを込めた川柳のコーナーです。
皆さまの投稿お待ちしてます。
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　今号は川柳コーナーでしたが、読者の皆さまから様々な投稿をお待ちしています。
　❶「わたしのニヤり・ホッと」
　❷「誰か教えて！私の支援間違ってない？」
　❸「川柳ぼーど」
　❶❷の投稿につきましては、紙面の都合上1,200字以内とさせていただきます。
原則として原文のまま掲載いたしますが、場合によっては内容を損なわない範囲
で加筆・修正させていただきます。尚、事例については、施設・個人名が特定でき
ないようご配慮お願いいたします。
　❸の川柳のテーマは福祉に関係するものであれば構いません。
　投稿は匿名でもお受けいたします（その旨記載してください）。
　手紙、FAX、メールとお好きな方法で送ってください。

投 稿 お ま ち し て お り ま す
手紙の場合

FAXの場合

メールの場合

〒162－8953　東京都新宿区神楽河岸1－1
社会福祉法人　東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送ってください。

東京都社会福祉協議会 知的発達障害部会 事務局
c-saito@tcsw.tvac.or.jp 宛に「じんけんボード投稿」
とタイトルをつけて送信してください。

03－3268－0635
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送信してください。

編 集
後 記

　昨年、話題になった「アドラー心理学」の本によりますと、幸福のカギは「対人関係」の改善にあるようで、
「すべての出会いとすべての対人関係において、ただひたすら最良の別れに向けた不断の努力を傾ける」
と書かれています。「この人と出会い、この人とともに過ごした時間は、間違いじゃなかった」と思える
ような関わり方をすることだそうです。利用者にとっての対人関係の悩みは私たち支援者だったりもし

ます。利用者の皆さん一人一人の人生を考えると私たちの意識的な関わりはお互いを幸福にするカギとなるでしょう。
そんな思いの支援者が多くなれば素晴らしい福祉社会が実現できるのだと思います。「意思決定支援」と「合理的配慮」、
その根底にはこのような考え方も求められているのだと、この本の反響からも伺えます。

社会福祉法人にじの会　池本　斎生
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権利擁護 ~よりよい暮らしを支えるために~
講師：渡辺　和生氏（知的発達障害部会 人権擁護委員長）

記の日程で、東社協知的発達障害部会利用者支援研究会主催の学習会が開催されました。「権
利擁護」とは何なのか、どんな場面で、どのように支援に活かしていったらいいのか、人権擁

護委員長の渡辺和生氏の講義や人権擁護委員によるグループワークを通して学びました。

第 1 回　平成28年12月13日（火） 福祉プラザ台東清峰会浅草ほうらい

第 2 回　平成29年 1月19日（木） 東京都障害者福祉会館

第 3 回　平成29年 2月15日（水） 障害者支援施設たんぽほ

下
グループホーム世話人向け研修

R e p o r t . 1

Report
1 利用者支援研究会 第10、11、13回学習会報告

入居者の暮らしを支えるグループホーム
の業務は、食事の準備や掃除、洗濯などの
家事をはじめ、健康管理、金銭管理、相談
や地域との関わりなど多岐にわたっていま
す。こうした業務の根底を支えるのが「権
利擁護」の意識です。今回の学習会では「権
利擁護」とは何なのか、どんな場面で、ど
のように支援に活かしていったらいいのか
を学んでいきます。
世話人としての働きがいとなる、利用者
の豊かな暮らしをどう実現していったらい
いのかを一緒に考えていきましょう。
また、多くのグループホームでは、一人
職場であるがゆえ世話人同士の連携が図り
にくい現状もあるかと思いますので、他
ホームの世話人と情報を交換し合う場も設
けました。

上記の案内に、第1回35名、第2回34名、第
3回43名の方が参加されました。グループホー

ムの世話人が参加しやすいように10時30分か
ら14時30分での学習会でしたが、なかには勤
務入り前や勤務明けで参加された方もおられ、
会場を埋めた受講者の熱意が伝わってきました。

まず初めに、知的発達障害部会人権擁護委員
会が平成22年に発行した「人権ハンドブック」の
紹介があり、その中から、支援者の基本的な態度・
姿勢として、①支援者としての自己覚知の必要性
②支援者が「利用者中心」という考え方を心の中
に常に堅持していなければならない③ケアワー

ていました。皆さんが打ち解けてくると笑い声
が聞こえてくるようになり、お昼休みが終わる
ころには会場に一体感が感じられるようになっ
ていました。

午後はワークの時間です。「名刺交換」では人
の話をしっかり聞くことを、「ドライバーチェッ
ク」では子どもの頃に自分を育ててくれた親や指
導者などからの、大人になった今でも自分を駆
り立てている内在化された声を体感しました。
また、利用者や自分自身がつらい時、困った時
にどのようにストレスを発散しているか発表し
合い、利用者と自分の共通点や違いを確認しま
した。
「困ったことをする人は、本人が一番困ってい
る（本当は嫌われたくなんかない）」
「困ったことをする背景に目を向ける（必ず理
由がある）」
「相手を変えようとするのではなく、自分が変
わる」
「困った行動だけにフォーカスせずに、利用者

のいいところ、素敵なところにもフォーカスす
る」

受講者の皆さんは、権利擁護について学んだ
だけでなく、自分と同じ悩みを持った世話人が
入居者の生活を支えていることを確認でき、晴
れ晴れとした表情で会場を後にされました。研
修に参加された世話人のみならず、今後も多く
の世話人が横のつながりを持つことで、グルー
プホームで生活している方々の笑顔がより増え
ることを願っています。

カーとしての仕事とソーシャルワーカーとして
の仕事を同時並行的に行う④利用者の課題を共
有しチームワークを大切にする。という4点に
ついて説明がありました。特に、「支援者として
の自己覚知の必要性」については、ついつい人と
比較してしまいがちですが、「利用者を支援する
ためには、自分自身について知ることが大切」「自
分をわかることは案外難しいので、意識的に自
分の傾向を知るようにする」「完璧な人間はいな
い、自分のダメなところも受け入れる」「支援者
が自分自身を認められることもとても大切」「働
いている人同士がお互いに助け合うことが、人
が幸せになる近道」とお話ししてくださいまし
た。

次に、アメリカの精神科医ウイリアム・グラッ
サー博士が発表した選択理論心理学の「5つの基
本的欲求」を通して、より良い人間関係を築くた
めに、我々人間が遺伝的に持っている「欲求」に
ついて学びました。「飲食や睡眠、生殖などの身
体的な『生存の欲求』」「誰かと一緒にいたいと
いった満足な人間関係を求める『愛・所属の欲
求』」「認められたい、勝ちたいといった『力の欲
求』」「自分のやりたいようにしたいという『自由
の欲求』」「新たな知識を得たいという『楽しみの

欲求』」という5つの基本的欲求を最も満たすイ
メージが『上質世界』です。人間はこの上質世界
のイメージに自分を近づけていくために、その
時最善と思った行動を取ります。自分はどんな
欲求が強く、どんな欲求が弱いかを知ることが
支援者には求められます。人間は、基本的欲求
をより満たしてくれる人に好意を持つようにな
り、貢献欲求が高まるそうです。グループホー
ムや入所施設は共同生活の場でありますから、
どんなに緩やかでもルールがあります。「朝6時
にシャワーを浴びたい」「夜10時におやつを食べ
たい」という希望があっても、叶えられない場合
もあります。そのような時には、「ご本人が理解
できるように丁寧に説明することが大切」と渡辺
さんは語られました。説明が足りず納得が得ら
れないと「この人は面倒な人」と“力で言うことを
聞かせる”ことにつながってしまうからです。そ
もそも私たち支援者は、そのようなことがした
くてこの仕事に就いたわけではないのですから。

また、我々支援者が不適切な支援に陥る原因
でもある「怒り」について解説してくださいまし
た。人はいきなり怒るのではなく「怒り」は2次
的な感情で、「不安、つらい、苦しい、痛い、嫌だ、
疲れた、寂しい、悲しい、ストレス」などの外因が、
「心のコップ」から溢れると怒りに変わるそうで
す。心のコップ（耐性）を大きくすると怒りにく
く怒られ強くなり、小さくなると怒りやすく怒
られ弱くなるとのことでした。機嫌や体調と密
接に関係しますが、コップに入るストレスの量
を少なくするか、甘える、泣く、楽しむなど感
情を表出することでコップに付いている蛇口か
らストレスを放出して、ストレスがコップから
溢れないようにすることを心がけたいものです。

昼食時は6名程度がグループになり、食事を
しながらの情報交換の時間でした。初対面の方
同士が、ホームの勤務を通して日頃感じている
こと、困っていることなどについてお話しされ

※5つの基本的欲求のそれぞれの欲求の要素は、
柿谷研究室の結果に基づくものです。

1 2017 JINKEN BOARD vol.24 22017 JINKEN BOARD vol.242017 JINKEN BOARD vol.24



権利擁護 ~よりよい暮らしを支えるために~
講師：渡辺　和生氏（知的発達障害部会 人権擁護委員長）

記の日程で、東社協知的発達障害部会利用者支援研究会主催の学習会が開催されました。「権
利擁護」とは何なのか、どんな場面で、どのように支援に活かしていったらいいのか、人権擁

護委員長の渡辺和生氏の講義や人権擁護委員によるグループワークを通して学びました。

第 1 回　平成28年12月13日（火） 福祉プラザ台東清峰会浅草ほうらい

第 2 回　平成29年 1月19日（木） 東京都障害者福祉会館

第 3 回　平成29年 2月15日（水） 障害者支援施設たんぽほ

下
グループホーム世話人向け研修

R e p o r t . 1

Report
1 利用者支援研究会 第10、11、13回学習会報告

入居者の暮らしを支えるグループホーム
の業務は、食事の準備や掃除、洗濯などの
家事をはじめ、健康管理、金銭管理、相談
や地域との関わりなど多岐にわたっていま
す。こうした業務の根底を支えるのが「権
利擁護」の意識です。今回の学習会では「権
利擁護」とは何なのか、どんな場面で、ど
のように支援に活かしていったらいいのか
を学んでいきます。
世話人としての働きがいとなる、利用者
の豊かな暮らしをどう実現していったらい
いのかを一緒に考えていきましょう。
また、多くのグループホームでは、一人
職場であるがゆえ世話人同士の連携が図り
にくい現状もあるかと思いますので、他
ホームの世話人と情報を交換し合う場も設
けました。

上記の案内に、第1回35名、第2回34名、第
3回43名の方が参加されました。グループホー

ムの世話人が参加しやすいように10時30分か
ら14時30分での学習会でしたが、なかには勤
務入り前や勤務明けで参加された方もおられ、
会場を埋めた受講者の熱意が伝わってきました。

まず初めに、知的発達障害部会人権擁護委員
会が平成22年に発行した「人権ハンドブック」の
紹介があり、その中から、支援者の基本的な態度・
姿勢として、①支援者としての自己覚知の必要性
②支援者が「利用者中心」という考え方を心の中
に常に堅持していなければならない③ケアワー

ていました。皆さんが打ち解けてくると笑い声
が聞こえてくるようになり、お昼休みが終わる
ころには会場に一体感が感じられるようになっ
ていました。

午後はワークの時間です。「名刺交換」では人
の話をしっかり聞くことを、「ドライバーチェッ
ク」では子どもの頃に自分を育ててくれた親や指
導者などからの、大人になった今でも自分を駆
り立てている内在化された声を体感しました。
また、利用者や自分自身がつらい時、困った時
にどのようにストレスを発散しているか発表し
合い、利用者と自分の共通点や違いを確認しま
した。
「困ったことをする人は、本人が一番困ってい
る（本当は嫌われたくなんかない）」
「困ったことをする背景に目を向ける（必ず理
由がある）」
「相手を変えようとするのではなく、自分が変
わる」
「困った行動だけにフォーカスせずに、利用者

のいいところ、素敵なところにもフォーカスす
る」

受講者の皆さんは、権利擁護について学んだ
だけでなく、自分と同じ悩みを持った世話人が
入居者の生活を支えていることを確認でき、晴
れ晴れとした表情で会場を後にされました。研
修に参加された世話人のみならず、今後も多く
の世話人が横のつながりを持つことで、グルー
プホームで生活している方々の笑顔がより増え
ることを願っています。

カーとしての仕事とソーシャルワーカーとして
の仕事を同時並行的に行う④利用者の課題を共
有しチームワークを大切にする。という4点に
ついて説明がありました。特に、「支援者として
の自己覚知の必要性」については、ついつい人と
比較してしまいがちですが、「利用者を支援する
ためには、自分自身について知ることが大切」「自
分をわかることは案外難しいので、意識的に自
分の傾向を知るようにする」「完璧な人間はいな
い、自分のダメなところも受け入れる」「支援者
が自分自身を認められることもとても大切」「働
いている人同士がお互いに助け合うことが、人
が幸せになる近道」とお話ししてくださいまし
た。

次に、アメリカの精神科医ウイリアム・グラッ
サー博士が発表した選択理論心理学の「5つの基
本的欲求」を通して、より良い人間関係を築くた
めに、我々人間が遺伝的に持っている「欲求」に
ついて学びました。「飲食や睡眠、生殖などの身
体的な『生存の欲求』」「誰かと一緒にいたいと
いった満足な人間関係を求める『愛・所属の欲
求』」「認められたい、勝ちたいといった『力の欲
求』」「自分のやりたいようにしたいという『自由
の欲求』」「新たな知識を得たいという『楽しみの

欲求』」という5つの基本的欲求を最も満たすイ
メージが『上質世界』です。人間はこの上質世界
のイメージに自分を近づけていくために、その
時最善と思った行動を取ります。自分はどんな
欲求が強く、どんな欲求が弱いかを知ることが
支援者には求められます。人間は、基本的欲求
をより満たしてくれる人に好意を持つようにな
り、貢献欲求が高まるそうです。グループホー
ムや入所施設は共同生活の場でありますから、
どんなに緩やかでもルールがあります。「朝6時
にシャワーを浴びたい」「夜10時におやつを食べ
たい」という希望があっても、叶えられない場合
もあります。そのような時には、「ご本人が理解
できるように丁寧に説明することが大切」と渡辺
さんは語られました。説明が足りず納得が得ら
れないと「この人は面倒な人」と“力で言うことを
聞かせる”ことにつながってしまうからです。そ
もそも私たち支援者は、そのようなことがした
くてこの仕事に就いたわけではないのですから。

また、我々支援者が不適切な支援に陥る原因
でもある「怒り」について解説してくださいまし
た。人はいきなり怒るのではなく「怒り」は2次
的な感情で、「不安、つらい、苦しい、痛い、嫌だ、
疲れた、寂しい、悲しい、ストレス」などの外因が、
「心のコップ」から溢れると怒りに変わるそうで
す。心のコップ（耐性）を大きくすると怒りにく
く怒られ強くなり、小さくなると怒りやすく怒
られ弱くなるとのことでした。機嫌や体調と密
接に関係しますが、コップに入るストレスの量
を少なくするか、甘える、泣く、楽しむなど感
情を表出することでコップに付いている蛇口か
らストレスを放出して、ストレスがコップから
溢れないようにすることを心がけたいものです。

昼食時は6名程度がグループになり、食事を
しながらの情報交換の時間でした。初対面の方
同士が、ホームの勤務を通して日頃感じている
こと、困っていることなどについてお話しされ

※5つの基本的欲求のそれぞれの欲求の要素は、
柿谷研究室の結果に基づくものです。
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現実に自分もしてしまっていることがあるの
ではないかと思いました。

講義も聞け、グループワークも楽しく、大変
良い機会となりました。

権利擁護について、今までと違った切り口で
良かった。

障害者への知識を深めることができました。

ドライバーチェックを行い自分のことが知れ
たことが、今後の支援に役立つことだと思った。

自分の心の部分に目を向ける機会をいただき、
考えさせられた。

心理学的な側面から支援を考えた内容で面白
かったです。

すぐに仕事に役立てそうな、とても面白く有
意義なお話しで、時間があっという間に過ぎて
いきました。

昼食を食べながら話せたのは良かったと思い
ます。

近くのグループホームの方々と研修をやりた
い。

いすみ学園、板橋区立徳丸福祉園、青梅学園、希望の苑、
にじの会、さやま園、精華、滝乃川学園成人部、澄水園、
調布福祉園、東京都知的障害者育成会、豊島区立目白生活実習所、
八王子平和の家、は~と・ピア、花の里、富士聖ヨハネ学園、
目黒恵風寮、友愛学園児童部、ライフパートナーこぶし、わかばの家

人権擁護委員会施設（法人）一覧（五十音順）

グループホームで生活。文字と言葉の理解度は高い。他利用者が苦手。
聴覚過敏（特に声）であり、他者の声が気になって居室で大きな声を出す。
他利用者と同じテーブルで食事を摂れない現状がある。

●個別にパーテーションを設置して本人の好むポスターを貼る。
●食事の時間を他利用者と 30分ずらす。
●ポータブルCDプレイヤーでイヤホンを使用し、好む音楽を聴きながら食事を摂る。

イライラは軽減し、落ち着いて食事を摂れるようになった。

背　景

具体的な取り組み

結　果

Aさん・男性・42歳・愛の手帳 2度（自閉症）
食事環境の設定

事例

1

入居者の暮らしを支えるグループホーム
の業務は、食事の準備や掃除、洗濯などの
家事をはじめ、健康管理、金銭管理、相談
や地域との関わりなど多岐にわたっていま
す。こうした業務の根底を支えるのが「権
利擁護」の意識です。今回の学習会では「権
利擁護」とは何なのか、どんな場面で、ど
のように支援に活かしていったらいいのか
を学んでいきます。
世話人としての働きがいとなる、利用者
の豊かな暮らしをどう実現していったらい
いのかを一緒に考えていきましょう。
また、多くのグループホームでは、一人
職場であるがゆえ世話人同士の連携が図り
にくい現状もあるかと思いますので、他
ホームの世話人と情報を交換し合う場も設
けました。

上記の案内に、第1回35名、第2回34名、第
3回43名の方が参加されました。グループホー

ムの世話人が参加しやすいように10時30分か
ら14時30分での学習会でしたが、なかには勤
務入り前や勤務明けで参加された方もおられ、
会場を埋めた受講者の熱意が伝わってきました。

まず初めに、知的発達障害部会人権擁護委員
会が平成22年に発行した「人権ハンドブック」の
紹介があり、その中から、支援者の基本的な態度・
姿勢として、①支援者としての自己覚知の必要性
②支援者が「利用者中心」という考え方を心の中
に常に堅持していなければならない③ケアワー

ていました。皆さんが打ち解けてくると笑い声
が聞こえてくるようになり、お昼休みが終わる
ころには会場に一体感が感じられるようになっ
ていました。

午後はワークの時間です。「名刺交換」では人
の話をしっかり聞くことを、「ドライバーチェッ
ク」では子どもの頃に自分を育ててくれた親や指
導者などからの、大人になった今でも自分を駆
り立てている内在化された声を体感しました。
また、利用者や自分自身がつらい時、困った時
にどのようにストレスを発散しているか発表し
合い、利用者と自分の共通点や違いを確認しま
した。
「困ったことをする人は、本人が一番困ってい
る（本当は嫌われたくなんかない）」
「困ったことをする背景に目を向ける（必ず理
由がある）」
「相手を変えようとするのではなく、自分が変
わる」
「困った行動だけにフォーカスせずに、利用者

のいいところ、素敵なところにもフォーカスす
る」

受講者の皆さんは、権利擁護について学んだ
だけでなく、自分と同じ悩みを持った世話人が
入居者の生活を支えていることを確認でき、晴
れ晴れとした表情で会場を後にされました。研
修に参加された世話人のみならず、今後も多く
の世話人が横のつながりを持つことで、グルー
プホームで生活している方々の笑顔がより増え
ることを願っています。

カーとしての仕事とソーシャルワーカーとして
の仕事を同時並行的に行う④利用者の課題を共
有しチームワークを大切にする。という4点に
ついて説明がありました。特に、「支援者として
の自己覚知の必要性」については、ついつい人と
比較してしまいがちですが、「利用者を支援する
ためには、自分自身について知ることが大切」「自
分をわかることは案外難しいので、意識的に自
分の傾向を知るようにする」「完璧な人間はいな
い、自分のダメなところも受け入れる」「支援者
が自分自身を認められることもとても大切」「働
いている人同士がお互いに助け合うことが、人
が幸せになる近道」とお話ししてくださいまし
た。

次に、アメリカの精神科医ウイリアム・グラッ
サー博士が発表した選択理論心理学の「5つの基
本的欲求」を通して、より良い人間関係を築くた
めに、我々人間が遺伝的に持っている「欲求」に
ついて学びました。「飲食や睡眠、生殖などの身
体的な『生存の欲求』」「誰かと一緒にいたいと
いった満足な人間関係を求める『愛・所属の欲
求』」「認められたい、勝ちたいといった『力の欲
求』」「自分のやりたいようにしたいという『自由
の欲求』」「新たな知識を得たいという『楽しみの

欲求』」という5つの基本的欲求を最も満たすイ
メージが『上質世界』です。人間はこの上質世界
のイメージに自分を近づけていくために、その
時最善と思った行動を取ります。自分はどんな
欲求が強く、どんな欲求が弱いかを知ることが
支援者には求められます。人間は、基本的欲求
をより満たしてくれる人に好意を持つようにな
り、貢献欲求が高まるそうです。グループホー
ムや入所施設は共同生活の場でありますから、
どんなに緩やかでもルールがあります。「朝6時
にシャワーを浴びたい」「夜10時におやつを食べ
たい」という希望があっても、叶えられない場合
もあります。そのような時には、「ご本人が理解
できるように丁寧に説明することが大切」と渡辺
さんは語られました。説明が足りず納得が得ら
れないと「この人は面倒な人」と“力で言うことを
聞かせる”ことにつながってしまうからです。そ
もそも私たち支援者は、そのようなことがした
くてこの仕事に就いたわけではないのですから。

また、我々支援者が不適切な支援に陥る原因
でもある「怒り」について解説してくださいまし
た。人はいきなり怒るのではなく「怒り」は2次
的な感情で、「不安、つらい、苦しい、痛い、嫌だ、
疲れた、寂しい、悲しい、ストレス」などの外因が、
「心のコップ」から溢れると怒りに変わるそうで
す。心のコップ（耐性）を大きくすると怒りにく
く怒られ強くなり、小さくなると怒りやすく怒
られ弱くなるとのことでした。機嫌や体調と密
接に関係しますが、コップに入るストレスの量
を少なくするか、甘える、泣く、楽しむなど感
情を表出することでコップに付いている蛇口か
らストレスを放出して、ストレスがコップから
溢れないようにすることを心がけたいものです。

昼食時は6名程度がグループになり、食事を
しながらの情報交換の時間でした。初対面の方
同士が、ホームの勤務を通して日頃感じている
こと、困っていることなどについてお話しされ
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このように、私たちが日頃から行っている支援は合理的配慮に基づいています。しかし、その方法
は一つではありません。状況に応じて柔軟な対応を行うことが求められると思います。“じんけん
Board”をお読みのみなさまにも参考になる支援があったかもしれません。ご意見・ご感想をお待ち
しております。

近所の方でゴミ出しのルールを守らな
い方がいます。それをいつも進んで片づ
ける支援員がいて感心しています。

利用者間でお互いの居室に遊びに
行く

ことはなかった。了承を得て、あ
る利用

者の居室に数人が集まる機会を作
ると笑

顔が増えて、過ごしやすそうな印
象だっ

た。普段一人で過ごしていた方も
進んで

集まって一緒に過ごしていたこと
に心が

温まった。また周りの職員もその
ことに

賛同し行動に移した姿にニヤッとし
た。

今年もハロウィン行事で、職員がそれ
ぞれ仮装を行ない、ご利用者のために、
地域（近隣の保育園児）のために、盛り上
げていた姿が素晴らしい。他施設のご家
族からも「見に来ました。」とあり、継続
している結果も感じた。

入職3日目の職員が、ご利用者に話し
かけられ、膝を折り目線を合わせて対応
していた。何気ない会話時にも、きちん
と目線を合わせて話をする心遣いを忘れ
ていた自分に気付いた。

宿泊行事で、利用者と一緒に行事を楽
しんでいる姿に、にやりほっとした。そ
の職員と一緒に行動していた利用者は、
普段の何倍もの笑顔が見られていた。

小走りに急いで廊下を移動してい
た職

員が落ちていたゴミに気付き、急
いでい

たにもかかわらず拾っていた様子
に、当

たり前かもしれないが、見ていて
にやり

としました。

R e p o r t . 2

遠くにいる利用者を呼ぶ際にやさしい口調で比較的小さめの音量で声かけしていた。遠くにいるということで大声で呼んでしまいがちな場面だが、周囲に配慮した関わり（場面）にほっとした。

日中活動時間に、施設裏のコンビニ駐
車場のゴミ拾いをご利用者と一緒に取り
組み地域貢献していた。職員からの積極
的な活動であり、ご利用者と共に取り組
む姿に嬉しくなりました。

施設長がいつも身の上相談に乗ってく
れる。

個別支援計画の説明や承諾書署名の際に、文字が小さくて見えづらいことがある。
また、自身が書く文字は大きく、決められた枠の中に書けないことがある。

●個別支援計画の字を大きくし、署名の欄を大きくした。
●利用者の理解度に合わせ、わかりやすい言葉を用いるようにした。

個別支援計画の内容を理解した上で、決められた枠の中に承諾署名を行えるようになった。

背　景

具体的な取り組み

結　果

Bさん・女性・50歳・愛の手帳 3度（白内障）
個別支援計画の提示

事例

2

余暇時間に不安定になり、大きな声を出すことがある。
それを他者から注意されると、他害行為に及ぶこともある。
コミュニケーション面での要求が強くなり、さらに高揚が増す。
活動など集中している間は情緒不安定になる様子はあまり見られない。

●本人が好んでいる本やプラレールを提供した。
●居室（3～4人が過ごす）での個別対応を行い、刺激の少ない環境を設定した。
●コミュニケーション面での要求が強くなり過ぎないよう過度な関わりを減らした。

少しずつ安定した情緒で余暇時間を過ごせるようになった。

背　景

具体的な取り組み

結　果

Cさん・男性・37歳・愛の手帳 2度（自閉症、精神障害）
余暇時間への配慮

事例

3

支援を通した利用者とのかかわり、
ご家族との会話の中や地域の方など
人が集まるところで偶然出会う瞬間に、
「ニヤり」としたり心が温かくなったりすることがあります。
自分だけのものにしておくのは「もったいない」ので、
「ホッと」な気持ちが広がっていくように
書き留めてみました。

わたしの
ニヤりホッと
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川柳ぼーど 支援者の皆さんが『自分の仕事を振り返る』
『権利意識を高める』きっかけになればとの
想いを込めた川柳のコーナーです。
皆さまの投稿お待ちしてます。
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　今号は川柳コーナーでしたが、読者の皆さまから様々な投稿をお待ちしています。
　❶「わたしのニヤり・ホッと」
　❷「誰か教えて！私の支援間違ってない？」
　❸「川柳ぼーど」
　❶❷の投稿につきましては、紙面の都合上1,200字以内とさせていただきます。
原則として原文のまま掲載いたしますが、場合によっては内容を損なわない範囲
で加筆・修正させていただきます。尚、事例については、施設・個人名が特定でき
ないようご配慮お願いいたします。
　❸の川柳のテーマは福祉に関係するものであれば構いません。
　投稿は匿名でもお受けいたします（その旨記載してください）。
　手紙、FAX、メールとお好きな方法で送ってください。

投 稿 お ま ち し て お り ま す
手紙の場合

FAXの場合

メールの場合

〒162－8953　東京都新宿区神楽河岸1－1
社会福祉法人　東京都社会福祉協議会
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送ってください。

東京都社会福祉協議会 知的発達障害部会 事務局
c-saito@tcsw.tvac.or.jp 宛に「じんけんボード投稿」
とタイトルをつけて送信してください。

03－3268－0635
知的発達障害部会  人権擁護委員会宛に送信してください。

編 集
後 記

　昨年、話題になった「アドラー心理学」の本によりますと、幸福のカギは「対人関係」の改善にあるようで、
「すべての出会いとすべての対人関係において、ただひたすら最良の別れに向けた不断の努力を傾ける」
と書かれています。「この人と出会い、この人とともに過ごした時間は、間違いじゃなかった」と思える
ような関わり方をすることだそうです。利用者にとっての対人関係の悩みは私たち支援者だったりもし

ます。利用者の皆さん一人一人の人生を考えると私たちの意識的な関わりはお互いを幸福にするカギとなるでしょう。
そんな思いの支援者が多くなれば素晴らしい福祉社会が実現できるのだと思います。「意思決定支援」と「合理的配慮」、
その根底にはこのような考え方も求められているのだと、この本の反響からも伺えます。

社会福祉法人にじの会　池本　斎生
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